
 

 
 

 
 

 

① 洗掘等の変状の発見や状況把握 
② 面的な地形変化の定量的把握 
③ 砂州等の中規模河床形態の把握 
④ 砂堆等の小規模河床形態の把握 

 なお計測手法の選定に際し、把握したい現象スケールに応じた空間解像度やコスト、計測手法の適用性や精度を

踏まえることが重要である。 
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水中の河床地形の面的計測とその活用方策について （続報）

コンサルタント国内事業本部　流域 ・都市事業部　河川 ・水工部　秋田　麗子　他

○キーワード

面的計測、 河道管理、 スワス式測深

○概要

近年の計測技術の発展に伴い、 河床地形を面的に把握することが可能となってきたが、 一方で、 実管理への活用は進

んでいない現状がある。 本報告では、 庄内川下流域においてスワス式測深機 （C3D-LPM） を用いて計測した水中の面

的河床データ （1m メッシュ） を元に、 データ処理や加工を行い、 河川の実管理への活用事例を具体的に示した。 その

結果、 河床の面的計測データは河川管理に有意な情報であり、 また得られる情報量とコストのバランスからも従来調査より

経済的となることを把握した。

○技術ポイント

河床の面的計測データは以下のような河道管理への活用が可能である。

① 洗掘等の変状の発見や状況把握

② 面的な地形変化の定量的把握

③ 砂州等の中規模河床形態の把握

④ 砂堆等の小規模河床形態の把握

なお計測手法の選定に際し、 把握したい現象スケールに応じた空間解像度やコスト、 計測手法の適用性や精度を踏ま

えることが重要である。

○図 ・表 ・写真等

従来の横断測量測線間 （200m） の地形縦断図

橋脚周辺で深掘れが生じている状況を明確に把握

できる。

水中河床に交互砂州が形成されている状況を把握

できる。

傾斜区分図

標高分布図

交互砂州の振幅に加え、 小規模河床波の砂堆が形成さ

れている状況を把握でき、 そのスケールから粗度の推定が

可能であるため、 洪水直後の計測では有意な情報が得ら

れる。 なお、 砂漣 （数 10cm 規模） は確認できず、 より

高精度の計測が必要と考えられる。 縦筋状の模様は、 傾

斜地に限って表れる計測誤差が表現されたものと判明した。


